
【症例】

No.

患者
１日投与量

投与期間

副作用

性・

年齢

使用理由

（合併症）
経過及び処置

１ 男
70代

脳血管造影
（糖尿病，高
血圧，肝硬変，
僧 帽 弁 閉 鎖
不全症，糖尿
病性腎症，慢
性腎臓病，頭
蓋内動脈瘤）

160mL
（300mg/mL）

１日間

造影剤脳症

投与10年前
投与１日前
投与開始日

（投与終了日）

終了１日後

終了２日後

終了１週間後

糖尿病性腎症による慢性腎不全のため血液透析開始。
血液透析施行。
ガイディングカテーテルを左椎骨動脈に留置。
脳底動脈先端部の未破裂動脈瘤（約９mm大）に対し，ダブ
ルカテーテル法にてコイル塞栓術施行（造影剤として本剤約
160mL使用）。術中合併症なく終了。
直後に頭痛と嘔吐を発現したが，局所神経症状は認めず。術
後の通常処置としてデキサメタゾン投与。
数時間後に視野欠損による視覚障害及び軽微な意識障害が発
現。
意識障害は更に進行。
頭部CTで両側後頭葉及び視床に浮腫性変化を伴う左優位の
造影剤残留を確認。この時点で造影剤脳症と診断され，直ち
に血液透析施行。透析後速やかに意識障害はほぼ完全に消失
するも，視覚障害は残存。
２回目の透析施行の後，視覚障害はほぼ完全に回復。
MRI拡散強調画像にて左後頭葉の脳溝に沿って高信号域，左
視床に淡い高信号を確認。
後遺症なく退院。

併用薬：情報なし


